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【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　送信デバイスにおけるワイヤレス通信の方法であって、
　時間領域において、位相トラッキング基準信号（ＰＴ－ＲＳ）サンプルを複数のサンプ
ルのシーケンスに挿入するための少なくとも１つの位置を決定すること、ここにおいて、
前記複数のサンプルの第１のセットは、前記シーケンスの先頭にある第１の数のサンプル
および前記シーケンスの終端にある第２の数のサンプルのうちの少なくとも１つを備え、
前記ＰＴ－ＲＳサンプルのための前記少なくとも１つの位置は、前記複数のサンプルの第
２のセット内にある、と、
　前記少なくとも１つの位置に基づいて、前記シーケンスに前記ＰＴ－ＲＳサンプルを挿
入すること、ここにおいて、前記ＰＴ－ＲＳサンプルのロケーションは、前記複数のサン
プルの前記第１のセットを除外する、と、
　前記挿入されたＰＴ－ＲＳサンプルに基づいて、信号を送信することと
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記複数のサンプルに前記ＰＴ－ＲＳサンプルを挿入した後に、前記複数のサンプルに
対して離散フーリエ変換（ＤＦＴ）を実行することをさらに備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記複数のサンプルの前記第１のセットは、受信機側のエッジ効果を受けるものとして
識別される、
　請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記シーケンスの前記先頭にある前記第１の数のサンプルおよび前記シーケンスの前記
終端にある前記第２の数のサンプルは、あらかじめ定義された式に基づいて識別される、
　請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記ＰＴ－ＲＳサンプルのための前記少なくとも１つの位置は、あらかじめ定義された
式に基づいて決定される、
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　請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記複数のサンプルの前記第１のセットは、受信機側のウィンドウ効果を受ける、
　請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記複数のサンプルの前記第２のセットは、受信機側のウィンドウ効果を受ける可能性
が低いサンプルを備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　チャネルの遅延スプレッドの推定値を識別することをさらに備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記遅延スプレッドの前記推定値は、サイクリックプレフィックス（ＣＰ）の長さを備
える、
　請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記複数のサンプルの前記第１のセットは、シンボルのためのプレＤＦＴサンプルシー
ケンスの先頭にある前記第１の数のサンプルおよび前記シンボルのための前記プレＤＦＴ
サンプルシーケンスの終端にある前記第２の数のサンプルのうちの少なくとも１つを備え
、前記第１の数のサンプルおよび前記第２の数のサンプルは、前記チャネルの前記遅延ス
プレッドの前記推定値に基づく、
　請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第１の数のサンプルおよび前記第２の数のサンプルのうちの少なくとも１つは、前
記チャネルの前記遅延スプレッドの前記推定値、高速フーリエ変換（ＦＦＴ）サイズ、お
よび離散フーリエ変換スプレッド直交周波数分割多重化（ＤＦＴ－ｓ－ＯＦＤＭ）の離散
フーリエ変換（ＤＦＴ）サイズのうちの少なくとも１つに基づく、
　請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記第１の数のサンプルおよび前記第２の数のサンプルのうちの少なくとも１つは、Ｓ
＊Ｊ／Ｌに比例し、Ｓは、前記チャネルの前記遅延スプレッドの前記推定値に対応し、Ｊ
は、高速フーリエ変換（ＦＦＴ）サイズに対応し、Ｌは、離散フーリエ変換スプレッド直
交周波数分割多重化（ＤＦＴ－ｓ－ＯＦＤＭ）の離散フーリエ変換（ＤＦＴ）サイズに対
応する、
　請求項１０に記載の方法。
【請求項１３】
　前記複数のサンプルの前記第１のセットは、第２のワイヤレスデバイスが高速フーリエ
変換（ＦＦＴ）演算に使用するシンボル内のサンプルの第３のセットに基づく、
　請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記第２のワイヤレスデバイスが前記ＦＦＴ演算に使用する前記シンボル内のサンプル
の前記第３のセットは、あらかじめ定義された方法、送信内のサイクリックプレフィック
スの長さ、および第２のデバイスからのインジケーションのうちの少なくとも１つに基づ
く、
　請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記第２のワイヤレスデバイスが前記ＦＦＴ演算に使用するサンプルの前記第３のセッ
トは、前記シンボル内の前記複数のサンプルのサブセットのサイクリックシフトに対応す
る、
　請求項１３に記載の方法。
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【請求項１６】
　前記複数のサンプルの前記第１のセットは、シンボルのためのプレＤＦＴサンプルシー
ケンスの先頭にある第１の境界サンプル、および前記シンボルのためのプレＤＦＴサンプ
ルシーケンスの終端にある第２の境界サンプルのうちの少なくとも１つを含み、
　前記シンボルのための前記プレＤＦＴサンプルシーケンスの前記先頭から前記第１の境
界サンプルまで延在するサンプルの第３のセットは、受信機側のウィンドウ効果によって
影響を受ける、または
　前記第２の境界サンプルから前記シンボルのための前記プレＤＦＴサンプルシーケンス
の前記終端まで延在するサンプルの第４のセットは、前記受信機側のウィンドウ効果によ
って影響を受ける、
　前記少なくとも１つの位置は、前記第１の境界サンプル、前記第２の境界サンプル、サ
ンプルの前記第３のセット、またはサンプルの前記第４のセットのうちの少なくとも１つ
を含まない、
　請求項１に記載の方法。
【請求項１７】
　前記少なくとも１つの位置は、前記第１の境界サンプルと前記第２の境界サンプルとの
間の少なくとも１つのサンプルを含む、
　請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと
　を備え、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　時間領域において、位相トラッキング基準信号（ＰＴ－ＲＳ）サンプルを複数のサン
プルのシーケンスに挿入するための少なくとも１つの位置を決定すること、ここにおいて
、前記複数のサンプルの第１のセットは、前記シーケンスの先頭にある第１の数のサンプ
ルおよび前記シーケンスの終端にある第２の数のサンプルのうちの少なくとも１つを備え
、前記ＰＴ－ＲＳサンプルのための前記少なくとも１つの位置は、前記複数のサンプルの
第２のセット内にある、と、
　　前記少なくとも１つの位置に基づいて、前記シーケンスに前記ＰＴ－ＲＳサンプルを
挿入すること、ここにおいて、前記ＰＴ－ＲＳサンプルのロケーションは、前記複数のサ
ンプルの前記第１のセットを除外する、と、
　　前記挿入されたＰＴ－ＲＳサンプルに基づいて、信号を送信することと
　を行うように構成される、装置。
【請求項１９】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記複数のサンプルに前記ＰＴ－ＲＳサンプルを挿入した後に、前記複数のサンプルに
対して離散フーリエ変換（ＤＦＴ）を実行するようにさらに構成される、
　請求項１８に記載の装置。
【請求項２０】
　前記複数のサンプルの前記第１のセットは、受信機側のウィンドウ効果を受ける、
　請求項１８に記載の装置。
【請求項２１】
　前記複数のサンプルの前記第２のセットが、受信機側のウィンドウ効果を受ける可能性
が低いサンプルを備える、
　請求項１８に記載の装置。
【請求項２２】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　チャネルの遅延スプレッドの推定値を識別するようにさらに構成される、
　請求項１８に記載の装置。
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【請求項２３】
　前記複数のサンプルの前記第１のセットは、シンボルのためのプレＤＦＴサンプルシー
ケンスの先頭にある前記第１の数のサンプルおよび前記シンボルのための前記プレＤＦＴ
サンプルシーケンスの終端にある前記第２の数のサンプルのうちの少なくとも１つを備え
、前記第１の数のサンプルおよび前記第２の数のサンプルは、前記チャネルの前記遅延ス
プレッドの前記推定値に基づく、
　請求項２２に記載の装置。
【請求項２４】
　前記第１の数のサンプルおよび前記第２の数のサンプルのうちの少なくとも１つは、前
記チャネルの前記遅延スプレッドの前記推定値、高速フーリエ変換（ＦＦＴ）サイズ、お
よび離散フーリエ変換スプレッド直交周波数分割多重化（ＤＦＴ－ｓ－ＯＦＤＭ）の離散
フーリエ変換（ＤＦＴ）サイズのうちの少なくとも１つに基づく、
　請求項２３に記載の装置。
【請求項２５】
　前記複数のサンプルの前記第１のセットは、シンボルのためのプレＤＦＴサンプルシー
ケンスの先頭にある第１の境界サンプル、および前記シンボルのための前記プレＤＦＴサ
ンプルシーケンスの終端にある第２の境界サンプルのうちの少なくとも１つを含み、
　前記シンボルのための前記プレＤＦＴサンプルシーケンスの前記先頭から前記第１の境
界サンプルまで延在するサンプルの第３のセットは、受信機側のウィンドウ効果によって
影響を受ける、または
　前記第２の境界サンプルから前記シンボルのための前記プレＤＦＴサンプルシーケンス
の前記終端まで延在するサンプルの第４のセットは、前記受信機側のウィンドウ効果によ
って影響を受ける、
　前記少なくとも１つの位置は、前記第１の境界サンプル、前記第２の境界サンプル、サ
ンプルの前記第３のセット、またはサンプルの前記第４のセットのうちの少なくとも１つ
を含まない、
　請求項１８に記載の装置。
【請求項２６】
　前記少なくとも１つの位置は、前記第１の境界サンプルと前記第２の境界サンプルとの
間の少なくとも１つのサンプルを含む、
　請求項２５に記載の装置。
【請求項２７】
　送信デバイスにおけるワイヤレス通信のための装置であって、
　時間領域において、位相トラッキング基準信号（ＰＴ－ＲＳ）サンプルを複数のサンプ
ルのシーケンスに挿入するための少なくとも１つの位置を決定するための手段、ここにお
いて、前記複数のサンプルの第１のセットは、前記シーケンスの先頭にある第１の数のサ
ンプルおよび前記シーケンスの終端にある第２の数のサンプルのうちの少なくとも１つを
備え、前記ＰＴ－ＲＳサンプルのための前記少なくとも１つの位置は、前記複数のサンプ
ルの第２のセット内にある、と、
　前記少なくとも１つの位置に基づいて、前記シーケンスに前記ＰＴ－ＲＳサンプルを挿
入するための手段、ここにおいて、前記ＰＴ－ＲＳサンプルのロケーションは、前記複数
のサンプルの前記第１のセットを除外する、と、
　前記挿入されたＰＴ－ＲＳサンプルに基づいて、信号を送信するための手段と
　を備える、装置。
【請求項２８】
　前記複数のサンプルに前記ＰＴ－ＲＳサンプルを挿入した後に、前記複数のサンプルに
対して離散フーリエ変換（ＤＦＴ）を実行するための手段さらに備える、
　請求項２７に記載の装置。
【請求項２９】
　チャネルの遅延スプレッドの推定値を識別するための手段をさらに備える、
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　請求項２７に記載の装置。
【請求項３０】
　送信デバイスにおけるワイヤレス通信のためのコンピュータ実行可能コードを記憶する
コンピュータ可読媒体であって、
　時間領域において、位相トラッキング基準信号（ＰＴ－ＲＳ）サンプルを複数のサンプ
ルのシーケンスに挿入するための少なくとも１つの位置を決定すること、ここにおいて、
前記複数のサンプルの第１のセットは、前記シーケンスの先頭にある第１の数のサンプル
および前記シーケンスの終端にある第２の数のサンプルのうちの少なくとも１つを備え、
前記ＰＴ－ＲＳサンプルのための前記少なくとも１つの位置は、前記複数のサンプルの第
２のセット内にある、と、
　前記少なくとも１つの位置に基づいて、前記シーケンスに前記ＰＴ－ＲＳサンプルを挿
入すること、ここにおいて、前記ＰＴ－ＲＳサンプルのロケーションは、前記複数のサン
プルの前記第１のセットを除外する、と、
　前記挿入されたＰＴ－ＲＳサンプルに基づいて、信号を送信することと
　を行うコードを備える、コンピュータ可読媒体。
【請求項３１】
　前記複数のサンプルに前記ＰＴ－ＲＳサンプルを挿入した後に、前記複数のサンプルに
対して離散フーリエ変換（ＤＦＴ）を実行するコードをさらに備える、
　請求項３０に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項３２】
　チャネルの遅延スプレッドの推定値を識別するコードをさらに備える、
　請求項３０に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項３３】
　受信デバイスにおけるワイヤレス通信の方法であって、
　複数のサンプルのシーケンスを備える受信された送信内の位相トラッキング基準信号（
ＰＴ－ＲＳ）サンプルのための少なくとも１つの位置を決定すること、ここにおいて、前
記複数のサンプルの第１のセットは、前記シーケンスの先頭にある第１の数のサンプルお
よび前記ＰＴ－ＲＳサンプルを含まない前記シーケンスの終端にある第２の数のサンプル
のうちの少なくとも１つを備え、前記ＰＴ－ＲＳサンプルのための前記少なくとも１つの
位置は、前記ＰＴ－ＲＳサンプルを含む前記複数のサンプルの第２のセット内にある、と
、
　前記少なくとも１つの位置に基づいて、前記受信された送信から前記ＰＴ－ＲＳサンプ
ルを抽出することと、
　前記抽出されたＰＴ－ＲＳサンプルに基づいて、前記受信された送信内のデータサンプ
ルについて位相誤差を推定することと
　を備える、方法。
【請求項３４】
　前記ＰＴ－ＲＳ信号を抽出する前に前記受信された送信に対して逆離散フーリエ変換（
ＩＤＦＴ）を実行することをさらに備え、前記ＩＤＦＴは、出力サンプルに巡回構造を課
す、
　請求項３３に記載の方法。
【請求項３５】
　前記推定された位相誤差に基づいて、前記データサンプルの位相を補正することをさら
に備える、
　請求項３３に記載の方法。
【請求項３６】
　前記データサンプルについての前記位相誤差は、位相誤差シーケンスの巡回構造に基づ
いて推定される、
　請求項３３に記載の方法。
【請求項３７】
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　前記位相誤差を前記推定することは、前記複数のサンプルの前記第１のセットについて
第１の推定を実行することと、前記複数のサンプルの前記第２のセットについて第２の推
定を実行することとを備える、
　請求項３３に記載の方法。
【請求項３８】
　前記複数のサンプルの前記第１のセットは、受信機側のエッジ効果を受ける、
　請求項３３に記載の方法。
【請求項３９】
　前記シーケンスの前記先頭にある前記第１の数のサンプルおよび前記シーケンスの前記
終端にある前記第２の数のサンプルは、あらかじめ定義された式に基づいて識別される、
　請求項３８に記載の方法。
【請求項４０】
　前記ＰＴ－ＲＳサンプルのための前記少なくとも１つの位置は、あらかじめ定義された
式に基づいて決定される、
　請求項３３に記載の方法。
【請求項４１】
　前記ＰＴ－ＲＳサンプルの前記少なくとも１つの位置は、受信機側のウィンドウ効果を
受ける前記複数のサンプルの前記第１のセットを含まない、
　請求項３３に記載の方法。
【請求項４２】
　前記複数のサンプルの前記第２のセットは、受信機側のウィンドウ効果を受ける可能性
が低いサンプルを備える、
　請求項３３に記載の方法。
【請求項４３】
　チャネルの遅延スプレッドの推定値を識別することをさらに備える、
　請求項３３に記載の方法。
【請求項４４】
　前記遅延スプレッドの前記推定値は、サイクリックプレフィックス（ＣＰ）の長さを備
える、
　請求項４３に記載の方法。
【請求項４５】
　前記複数のサンプルの前記第１のセットは、シンボルのためのプレＤＦＴサンプルシー
ケンスの先頭にある前記第１の数のサンプルおよび前記シンボルのための前記プレＤＦＴ
サンプルシーケンスの終端にある前記第２の数のサンプルのうちの少なくとも１つを備え
、前記第１の数のサンプルおよび前記第２の数のサンプルは、前記チャネルの前記遅延ス
プレッドの前記推定値に基づく、
　請求項４３に記載の方法。
【請求項４６】
　前記第１の数のサンプルおよび前記第２の数のサンプルのうちの少なくとも１つは、前
記チャネルの前記遅延スプレッドの前記推定値、高速フーリエ変換（ＦＦＴ）サイズ、お
よび離散フーリエ変換スプレッド直交周波数分割多重化（ＤＦＴ－ｓ－ＯＦＤＭ）の離散
フーリエ変換（ＤＦＴ）サイズのうちの少なくとも１つに基づく、
　請求項４５に記載の方法。
【請求項４７】
　前記第１の数のサンプルおよび前記第２の数のサンプルのうちの少なくとも１つは、Ｓ
＊Ｊ／Ｌに比例し、Ｓは、前記チャネルの前記遅延スプレッドの前記推定値に対応し、Ｊ
は、高速フーリエ変換（ＦＦＴ）サイズに対応し、Ｌは、離散フーリエ変換スプレッド直
交周波数分割多重化（ＤＦＴ－ｓ－ＯＦＤＭ）の離散フーリエ変換（ＤＦＴ）サイズに対
応する、
　請求項４５に記載の方法。
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【請求項４８】
　前記複数のサンプルの前記第１のセットは、第２のワイヤレスデバイスが高速フーリエ
変換（ＦＦＴ）演算に使用するシンボル内のサンプルの第３のセットに基づく、
　請求項３３に記載の方法。
【請求項４９】
　前記第２のワイヤレスデバイスが前記ＦＦＴ演算に使用する前記シンボル内のサンプル
の前記第３のセットは、あらかじめ定義された方法、送信内のサイクリックプレフィック
スの長さ、および第２のデバイスからのインジケーションのうちの少なくとも１つに基づ
く、
　請求項４８に記載の方法。
【請求項５０】
　前記第２のワイヤレスデバイスが前記ＦＦＴ演算に使用するサンプルの前記第３のセッ
トは、前記シンボル内の前記複数のサンプルのサブセットのサイクリックシフトに対応す
る、
　請求項４８に記載の方法。
【請求項５１】
　前記複数のサンプルの前記第１のセットは、シンボルのためのプレＤＦＴサンプルシー
ケンスの先頭にある第１の境界サンプル、および前記シンボルのための前記プレＤＦＴサ
ンプルシーケンスの終端にある第２の境界サンプルのうちの少なくとも１つを含み、
　前記シンボルのための前記プレＤＦＴサンプルシーケンスの前記先頭から前記第１の境
界サンプルまで延在するサンプルの第３のセットは、受信機側のウィンドウ効果によって
影響を受ける、または
　前記第２の境界サンプルから前記シンボルのための前記プレＤＦＴサンプルシーケンス
の前記終端まで延在するサンプルの第４のセットは、前記受信機側のウィンドウ効果によ
って影響を受ける、
　前記少なくとも１つの位置は、前記第１の境界サンプル、前記第２の境界サンプル、サ
ンプルの前記第３のセット、またはサンプルの前記第４のセットのうちの少なくとも１つ
を含まない、
　請求項３３に記載の方法。
【請求項５２】
　前記少なくとも１つの位置は、前記第１の境界サンプルと前記第２の境界サンプルとの
間の少なくとも１つのサンプルを含む、
　請求項５１に記載の方法。
【請求項５３】
　シンボルの前記先頭にある前記第１の数のサンプルおよび前記シンボルの前記終端にあ
る前記第２の数のサンプルは、前記受信された送信を送信するユーザ機器の間隔に基づい
て識別される、
　請求項３３に記載の方法。
【請求項５４】
　シンボルの前記先頭にある前記第１の数のサンプルおよび前記シンボルの前記終端にあ
る前記第２の数のサンプルは、スケジュールされた帯域幅または前記受信された送信内で
ユーザ機器によって使用される離散フーリエ変換サイズと無関係に識別される、
　請求項３３に記載の方法。
【請求項５５】
　前記少なくとも１つの位置は、前記受信デバイスが高速フーリエ変換演算に使用するシ
ンボル内のサンプルのセットに基づく、
　請求項３３に記載の方法。
【請求項５６】
　送信デバイスにおけるワイヤレス通信のための装置であって、
　メモリと、
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　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと
　を備え、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　複数のサンプルのシーケンスを備える受信された送信内の位相トラッキング基準信号
（ＰＴ－ＲＳ）サンプルのための少なくとも１つの位置を決定すること、ここにおいて、
前記複数のサンプルの第１のセットは、前記ＰＴ－ＲＳサンプルを含まない、前記シーケ
ンスの先頭にある第１の数のサンプルおよび前記シーケンスの終端にある第２の数のサン
プルのうちの少なくとも１つを備え、前記ＰＴ－ＲＳサンプルのための前記少なくとも１
つの位置は、前記ＰＴ－ＲＳサンプルを含む前記複数のサンプルの第２のセット内にある
、と、
　　前記少なくとも１つの位置に基づいて、前記受信された送信から前記ＰＴ－ＲＳサン
プルを抽出することと、
　　前記抽出されたＰＴ－ＲＳサンプルに基づいて、前記受信された送信内のデータサン
プルについて位相誤差を推定することと
　を行うように構成される、装置。
【請求項５７】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記ＰＴ－ＲＳ信号を抽出する前に前記受信された送信に対して逆離散フーリエ変換（
ＩＤＦＴ）を実行するようにさらに構成され、前記ＩＤＦＴが出力サンプルに巡回構造を
課す、
　請求項５６に記載の装置。
【請求項５８】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記推定された位相誤差に基づいて、前記データサンプルの位相を補正するようにさら
に構成される、
　請求項５６に記載の装置。
【請求項５９】
　前記データサンプルについての前記位相誤差は、位相誤差シーケンスの巡回構造に基づ
いて推定される、
　請求項５６に記載の装置。
【請求項６０】
　前記位相誤差を前記推定することは、前記複数のサンプルの前記第１のセットについて
第１の推定を実行することと、前記複数のサンプルの前記第２のセットについて第２の推
定を実行することとを備える、
　請求項５６に記載の装置。
【請求項６１】
　前記ＰＴ－ＲＳサンプルの前記少なくとも１つの位置は、受信機側のウィンドウ効果を
受ける前記複数のサンプルの前記第１のセットを含まない、
　請求項５６に記載の装置。
【請求項６２】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　チャネルの遅延スプレッドの推定値を識別するようにさらに構成される、
　請求項５６に記載の装置。
【請求項６３】
　前記複数のサンプルの前記第１のセットは、シンボルのためのプレＤＦＴサンプルシー
ケンスの先頭にある前記第１の数のサンプルおよび前記シンボルのための前記プレＤＦＴ
サンプルシーケンスの終端にある前記第２の数のサンプルのうちの少なくとも１つを備え
、前記第１の数のサンプルおよび前記第２の数のサンプルは、前記チャネルの前記遅延ス
プレッドの前記推定値に基づく、
　請求項６２に記載の装置。
【請求項６４】
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　送信デバイスにおけるワイヤレス通信のための装置であって、
　複数のサンプルのシーケンスを備える受信された送信内の位相トラッキング基準信号（
ＰＴ－ＲＳ）サンプルのための少なくとも１つの位置を決定するための手段、ここにおい
て、前記複数のサンプルの第１のセットは、前記ＰＴ－ＲＳサンプルを含まない、前記シ
ーケンスの先頭にある第１の数のサンプルおよび前記シーケンスの終端にある第２の数の
サンプルのうちの少なくとも１つを備え、前記ＰＴ－ＲＳサンプルのための前記少なくと
も１つの位置は、前記ＰＴ－ＲＳサンプルを含む前記複数のサンプルの第２のセット内に
ある、と、
　前記少なくとも１つの位置に基づいて、前記受信された送信から前記ＰＴ－ＲＳサンプ
ルを抽出するための手段と、
　前記抽出されたＰＴ－ＲＳサンプルに基づいて、前記受信された送信内のデータサンプ
ルについて位相誤差を推定するための手段と
　を備える、装置。
【請求項６５】
　前記ＰＴ－ＲＳ信号を抽出する前に前記受信された送信に対して逆離散フーリエ変換（
ＩＤＦＴ）を実行するための手段をさらに備え、前記ＩＤＦＴは、出力サンプルに巡回構
造を課す、
　請求項６４に記載の装置。
【請求項６６】
　前記推定された位相誤差に基づいて、前記データサンプルの位相を補正するための手段
をさらに備える、
　請求項６４に記載の装置。
【請求項６７】
　チャネルの遅延スプレッドの推定値を識別するための手段をさらに備える、
　請求項６４に記載の装置。
【請求項６８】
　受信デバイスにおけるワイヤレス通信のためのコンピュータ実行可能コードを記憶する
コンピュータ可読媒体であって、
　複数のサンプルのシーケンスを備える受信された送信内の位相トラッキング基準信号（
ＰＴ－ＲＳ）サンプルのための少なくとも１つの位置を決定すること、ここにおいて、前
記複数のサンプルの第１のセットは、前記ＰＴ－ＲＳサンプルを含まない、前記シーケン
スの先頭にある第１の数のサンプルおよび前記シーケンスの終端にある第２の数のサンプ
ルのうちの少なくとも１つを備え、前記ＰＴ－ＲＳサンプルのための前記少なくとも１つ
の位置は、前記ＰＴ－ＲＳサンプルを含む前記複数のサンプルの第２のセット内にある、
と、
　前記少なくとも１つの位置に基づいて、前記受信された送信から前記ＰＴ－ＲＳサンプ
ルを抽出することと、
　前記抽出されたＰＴ－ＲＳサンプルに基づいて、前記受信された送信内のデータサンプ
ルについて位相誤差を推定することと
　を行うコードを備える、コンピュータ可読媒体。
【請求項６９】
　前記ＰＴ－ＲＳ信号を抽出する前に前記受信された送信に対して逆離散フーリエ変換（
ＩＤＦＴ）を実行するコードをさらに備え、前記ＩＤＦＴは、出力サンプルに巡回構造を
課す、
　請求項６８に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項７０】
　前記推定された位相誤差に基づいて、前記データサンプルの位相を補正するコードをさ
らに備える、
　請求項６８に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項７１】
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　チャネルの遅延スプレッドの推定値を識別するコードをさらに備える、
　請求項６８に記載のコンピュータ可読媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８８】
　[00100]以上の説明は、当業者が本明細書に記載された様々な態様を実践することを可
能にするために提供される。これらの態様への様々な修正は当業者には容易に明らかであ
り、本明細書において定義された一般的な原理は他の態様に適用され得る。したがって、
特許請求の範囲は、本明細書に示された態様に限定されるものではなく、特許請求の範囲
の言い回しに矛盾しない最大の範囲を与えられるべきであり、単数形の要素への言及は、
そのように明記されていない限り、「唯一無二の」を意味するものではなく、「１つまた
は複数の」を意味するものである。「例示的」という単語は、本明細書では、「例、事例
、または例示の働きをすること」を意味するために使用する。「例示的」として本明細書
に記載されたいかなる態様も、必ずしも他の態様よりも好ましいか、または有利であると
解釈されるべきではない。別段に明記されていない限り、「いくつか」という用語は１つ
または複数を指す。「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つ」、「Ａ、Ｂ、またはＣ
のうちの１つまたは複数」、「Ａ、Ｂ、およびＣのうちの少なくとも１つ」、「Ａ、Ｂ、
およびＣのうちの１つまたは複数」、および「Ａ、Ｂ、Ｃ、またはそれらの任意の組合せ
」などの組合せは、Ａ、Ｂ、および／またはＣの任意の組合せを含み、複数のＡ、複数の
Ｂ、または複数のＣを含み得る。具体的には、「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１
つ」、「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの１つまたは複数」、「Ａ、Ｂ、およびＣのうちの少な
くとも１つ」、「Ａ、Ｂ、およびＣのうちの１つまたは複数」、および「Ａ、Ｂ、Ｃ、ま
たはそれらの任意の組合せ」などの組合せは、Ａのみ、Ｂのみ、Ｃのみ、ＡおよびＢ、Ａ
およびＣ、ＢおよびＣ、またはＡおよびＢおよびＣであってよく、任意のそのような組合
せは、Ａ、Ｂ、またはＣのうちの１つまたは複数のメンバを含み得る。本開示全体にわた
って記載された様々な態様の要素に対するすべての構造的および機能的な均等物は、当業
者に知られているか、または後に知られるようになり、参照により本明細書に明確に組み
込まれ、特許請求の範囲によって包含されるものである。その上、本明細書で開示された
何ものも、そのような開示が特許請求の範囲に明示的に列挙されているかどうかにかかわ
らず、公に供するものではない。「モジュール」、「機構」、「要素」、「デバイス」な
どという単語は、「手段」という単語の代用ではない場合がある。そのため、いかなるク
レーム要素も、その要素が「のための手段」という語句を使用して明確に列挙されていな
い限り、ミーンズプラスファンクションとして解釈されるべきではない。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　　［Ｃ１］
　送信デバイスにおけるワイヤレス通信の方法であって、
　位相トラッキング基準信号（ＰＴ－ＲＳ）サンプルを複数のサンプルのシーケンスに挿
入するための少なくとも１つの位置を決定すること、ここにおいて、前記複数のサンプル
の第１のセットは、前記シーケンスの先頭にある第１の数のサンプルおよび前記シーケン
スの終端にある第２の数のサンプルのうちの少なくとも１つを備え、前記ＰＴ－ＲＳサン
プルのための前記少なくとも１つの位置は、前記複数のサンプルの第２のセット内にある
、と、
　前記少なくとも１つの位置に基づいて、前記シーケンスに前記ＰＴ－ＲＳサンプルを挿
入することと、
　前記挿入されたＰＴ－ＲＳサンプルに基づいて、信号を送信することと
　を備える、方法。
　　［Ｃ２］
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　前記複数のサンプルに前記ＰＴ－ＲＳサンプルを挿入した後に、前記複数のサンプルに
対して離散フーリエ変換（ＤＦＴ）を実行することをさらに備える、
　［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ３］
　前記複数のサンプルの前記第１のセットは、受信機側のエッジ効果を受ける可能性があ
ると識別される、
　［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ４］
　前記シーケンスの前記先頭にある前記第１の数のサンプルおよび前記シーケンスの前記
終端にある前記第２の数のサンプルは、あらかじめ定義された式に基づいて識別される、
　［Ｃ３］に記載の方法。
　　［Ｃ５］
　前記ＰＴ－ＲＳサンプルのための前記少なくとも１つの位置は、あらかじめ定義された
式に基づいて決定される、
　［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ６］
　前記ＰＴ－ＲＳサンプルの前記少なくとも１つの位置は、受信機側のウィンドウ効果を
受ける可能性がある前記複数のサンプルの前記第１のセットに前記ＰＴ－ＲＳ信号を挿入
することを回避する、
　［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ７］
　前記複数のサンプルの前記第２のセットは、受信機側のウィンドウ効果を受ける可能性
が低いサンプルを備える、
　［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ８］
　チャネルの遅延スプレッドの推定値を識別することをさらに備える、
　［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ９］
　前記遅延スプレッドの前記推定値は、サイクリックプレフィックス（ＣＰ）の長さを備
える、
　［Ｃ８］に記載の方法。
　　［Ｃ１０］
　前記複数のサンプルの前記第１のセットは、シンボルのためのプレＤＦＴサンプルシー
ケンスの先頭にある前記第１の数のサンプルおよび前記シンボルのための前記プレＤＦＴ
サンプルシーケンスの終端にある前記第２の数のサンプルのうちの少なくとも１つを備え
、前記第１の数のサンプルおよび前記第２の数のサンプルは、前記チャネルの前記遅延ス
プレッドの前記推定値に基づく、
　［Ｃ８］に記載の方法。
　　［Ｃ１１］
　前記第１の数のサンプルおよび前記第２の数のサンプルのうちの少なくとも１つは、前
記チャネルの前記遅延スプレッドの前記推定値、高速フーリエ変換（ＦＦＴ）サイズ、お
よび離散フーリエ変換スプレッド直交周波数分割多重化（ＤＦＴ－ｓ－ＯＦＤＭ）の離散
フーリエ変換（ＤＦＴ）サイズのうちの少なくとも１つに基づく、
　［Ｃ１０］に記載の方法。
　　［Ｃ１２］
　前記第１の数のサンプルおよび前記第２の数のサンプルのうちの少なくとも１つは、Ｓ
＊Ｊ／Ｌに比例し、Ｓは、前記チャネルの前記遅延スプレッドの前記推定値に対応し、Ｊ
は、高速フーリエ変換（ＦＦＴ）サイズに対応し、Ｌは、離散フーリエ変換スプレッド直
交周波数分割多重化（ＤＦＴ－ｓ－ＯＦＤＭ）の離散フーリエ変換（ＤＦＴ）サイズに対
応する、
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　［Ｃ１０］に記載の方法。
　　［Ｃ１３］
　前記複数のサンプルの前記第１のセットは、第２のワイヤレスデバイスが高速フーリエ
変換（ＦＦＴ）演算に使用するシンボル内のサンプルの第３のセットに基づく、
　［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ１４］
　前記第２のワイヤレスデバイスが前記ＦＦＴ演算に使用する前記シンボル内のサンプル
の前記第３のセットは、あらかじめ定義された方法、送信内のサイクリックプレフィック
スの長さ、および第２のデバイスからのインジケーションのうちの少なくとも１つに基づ
く、
　［Ｃ１３］に記載の方法。
　　［Ｃ１５］
　前記第２のワイヤレスデバイスが前記ＦＦＴ演算に使用するサンプルの前記第３のセッ
トは、前記シンボル内の前記複数のサンプルのサブセットのサイクリックシフトに対応す
る、
　［Ｃ１３］に記載の方法。
　　［Ｃ１６］
　前記複数のサンプルの前記第１のセットは、シンボルのためのプレＤＦＴサンプルシー
ケンスの先頭にある第１の境界サンプル、および前記シンボルのためのプレＤＦＴサンプ
ルシーケンスの終端にある第２の境界サンプルのうちの少なくとも１つを含み、
　前記シンボルのための前記プレＤＦＴサンプルシーケンスの前記先頭から前記第１の境
界サンプルまで延在するサンプルの第３のセットは、受信機側のウィンドウ効果によって
影響を受ける可能性がある、または
　前記第２の境界サンプルから前記シンボルのための前記プレＤＦＴサンプルシーケンス
の前記終端まで延在するサンプルの第４のセットは、前記受信機側のウィンドウ効果によ
って影響を受ける可能性があり、
　前記少なくとも１つの位置は、前記第１の境界サンプル、前記第２の境界サンプル、サ
ンプルの前記第３のセット、またはサンプルの前記第４のセットのうちの少なくとも１つ
を含まない、
　［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ１７］
　前記少なくとも１つの位置は、前記第１の境界サンプルと前記第２の境界サンプルとの
間の少なくとも１つのサンプルを含む、
　［Ｃ１６］に記載の方法。
　　［Ｃ１８］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと
　を備え、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　位相トラッキング基準信号（ＰＴ－ＲＳ）サンプルを複数のサンプルのシーケンスに
挿入するための少なくとも１つの位置を決定すること、ここにおいて、前記複数のサンプ
ルの第１のセットは、前記シーケンスの先頭にある第１の数のサンプルおよび前記シーケ
ンスの終端にある第２の数のサンプルのうちの少なくとも１つを備え、前記ＰＴ－ＲＳサ
ンプルのための前記少なくとも１つの位置は、前記複数のサンプルの第２のセット内にあ
る、と、
　　前記少なくとも１つの位置に基づいて、前記シーケンスに前記ＰＴ－ＲＳサンプルを
挿入することと、
　　前記挿入されたＰＴ－ＲＳサンプルに基づいて、信号を送信することと
　を行うように構成される、装置。
　　［Ｃ１９］
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　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記複数のサンプルに前記ＰＴ－ＲＳサンプルを挿入した後に、前記複数のサンプルに
対して離散フーリエ変換（ＤＦＴ）を実行するようにさらに構成される、
　［Ｃ１８］に記載の装置。
　　［Ｃ２０］
　前記ＰＴ－ＲＳサンプルの前記少なくとも１つの位置は、受信機側のウィンドウ効果を
受ける可能性がある前記複数のサンプルの前記第１のセットに前記ＰＴ－ＲＳ信号を挿入
することを回避する、
　［Ｃ１８］に記載の装置。
　　［Ｃ２１］
　前記複数のサンプルの前記第２のセットが、受信機側のウィンドウ効果を受ける可能性
が低いサンプルを備える、
　［Ｃ１８］に記載の装置。
　　［Ｃ２２］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　チャネルの遅延スプレッドの推定値を識別するようにさらに構成される、
　［Ｃ１８］に記載の装置。
　　［Ｃ２３］
　前記複数のサンプルの前記第１のセットは、シンボルのためのプレＤＦＴサンプルシー
ケンスの先頭にある前記第１の数のサンプルおよび前記シンボルのための前記プレＤＦＴ
サンプルシーケンスの終端にある前記第２の数のサンプルのうちの少なくとも１つを備え
、前記第１の数のサンプルおよび前記第２の数のサンプルは、前記チャネルの前記遅延ス
プレッドの前記推定値に基づく、
　［Ｃ２２］に記載の装置。
　　［Ｃ２４］
　前記第１の数のサンプルおよび前記第２の数のサンプルのうちの少なくとも１つは、前
記チャネルの前記遅延スプレッドの前記推定値、高速フーリエ変換（ＦＦＴ）サイズ、お
よび離散フーリエ変換スプレッド直交周波数分割多重化（ＤＦＴ－ｓ－ＯＦＤＭ）の離散
フーリエ変換（ＤＦＴ）サイズのうちの少なくとも１つに基づく、
　［Ｃ２３］に記載の装置。
　　［Ｃ２５］
　前記複数のサンプルの前記第１のセットは、シンボルのためのプレＤＦＴサンプルシー
ケンスの先頭にある第１の境界サンプル、および前記シンボルのための前記プレＤＦＴサ
ンプルシーケンスの終端にある第２の境界サンプルのうちの少なくとも１つを含み、
　前記シンボルのための前記プレＤＦＴサンプルシーケンスの前記先頭から前記第１の境
界サンプルまで延在するサンプルの第３のセットは、受信機側のウィンドウ効果によって
影響を受ける可能性がある、または
　前記第２の境界サンプルから前記シンボルのための前記プレＤＦＴサンプルシーケンス
の前記終端まで延在するサンプルの第４のセットは、前記受信機側のウィンドウ効果によ
って影響を受ける可能性があり、
　前記少なくとも１つの位置は、前記第１の境界サンプル、前記第２の境界サンプル、サ
ンプルの前記第３のセット、またはサンプルの前記第４のセットのうちの少なくとも１つ
を含まない、
　［Ｃ１８］に記載の装置。
　　［Ｃ２６］
　前記少なくとも１つの位置は、前記第１の境界サンプルと前記第２の境界サンプルとの
間の少なくとも１つのサンプルを含む、
　［Ｃ２５］に記載の装置。
　　［Ｃ２７］
　送信デバイスにおけるワイヤレス通信のための装置であって、
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　位相トラッキング基準信号（ＰＴ－ＲＳ）サンプルを複数のサンプルのシーケンスに挿
入するための少なくとも１つの位置を決定するための手段、ここにおいて、前記複数のサ
ンプルの第１のセットは、前記シーケンスの先頭にある第１の数のサンプルおよび前記シ
ーケンスの終端にある第２の数のサンプルのうちの少なくとも１つを備え、前記ＰＴ－Ｒ
Ｓサンプルのための前記少なくとも１つの位置は、前記複数のサンプルの第２のセット内
にある、と、
　前記少なくとも１つの位置に基づいて、前記シーケンスに前記ＰＴ－ＲＳサンプルを挿
入するための手段と、
　前記挿入されたＰＴ－ＲＳサンプルに基づいて、信号を送信するための手段と
　を備える、装置。
　　［Ｃ２８］
　前記複数のサンプルに前記ＰＴ－ＲＳサンプルを挿入した後に、前記複数のサンプルに
対して離散フーリエ変換（ＤＦＴ）を実行するための手段さらに備える、
　［Ｃ２７］に記載の装置。
　　［Ｃ２９］
　チャネルの遅延スプレッドの推定値を識別するための手段をさらに備える、
　［Ｃ２７］に記載の装置。
　　［Ｃ３０］
　送信デバイスにおけるワイヤレス通信のためのコンピュータ実行可能コードを記憶する
コンピュータ可読媒体であって、
　位相トラッキング基準信号（ＰＴ－ＲＳ）サンプルを複数のサンプルのシーケンスに挿
入するための少なくとも１つの位置を決定すること、ここにおいて、前記複数のサンプル
の第１のセットは、前記シーケンスの先頭にある第１の数のサンプルおよび前記シーケン
スの終端にある第２の数のサンプルのうちの少なくとも１つを備え、前記ＰＴ－ＲＳサン
プルのための前記少なくとも１つの位置は、前記複数のサンプルの第２のセット内にある
、と、
　前記少なくとも１つの位置に基づいて、前記シーケンスに前記ＰＴ－ＲＳサンプルを挿
入することと、
　前記挿入されたＰＴ－ＲＳサンプルに基づいて、信号を送信することと
　を行うコードを備える、コンピュータ可読媒体。
　　［Ｃ３１］
　前記複数のサンプルに前記ＰＴ－ＲＳサンプルを挿入した後に、前記複数のサンプルに
対して離散フーリエ変換（ＤＦＴ）を実行するコードをさらに備える、
　［Ｃ３０］に記載のコンピュータ可読媒体。
　　［Ｃ３２］
　チャネルの遅延スプレッドの推定値を識別するコードをさらに備える、
　［Ｃ３０］に記載のコンピュータ可読媒体。
　　［Ｃ３３］
　受信デバイスにおけるワイヤレス通信の方法であって、
　複数のサンプルのシーケンスを備える受信された送信内の位相トラッキング基準信号（
ＰＴ－ＲＳ）サンプルのための少なくとも１つの位置を決定すること、ここにおいて、前
記複数のサンプルの第１のセットは、前記シーケンスの先頭にある第１の数のサンプルお
よび前記シーケンスの終端にある第２の数のサンプルのうちの少なくとも１つを備え、前
記ＰＴ－ＲＳサンプルのための前記少なくとも１つの位置は、前記複数のサンプルの第２
のセット内にある、と、
　前記少なくとも１つの位置に基づいて、前記受信された送信から前記ＰＴ－ＲＳサンプ
ルを抽出することと、
　前記抽出されたＰＴ－ＲＳサンプルに基づいて、前記受信された送信内のデータサンプ
ルについて位相誤差を推定することと
　を備える、方法。
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　　［Ｃ３４］
　前記ＰＴ－ＲＳ信号を抽出する前に前記受信された送信に対して逆離散フーリエ変換（
ＩＤＦＴ）を実行することをさらに備え、前記ＩＤＦＴは、出力サンプルに巡回構造を課
す、
　［Ｃ３３］に記載の方法。
　　［Ｃ３５］
　前記推定された位相誤差に基づいて、前記データサンプルの位相を補正することをさら
に備える、
　［Ｃ３３］に記載の方法。
　　［Ｃ３６］
　前記データサンプルについての前記位相誤差は、位相誤差シーケンスの巡回構造に基づ
いて推定される、
　［Ｃ３３］に記載の方法。
　　［Ｃ３７］
　前記位相誤差を前記推定することは、前記複数のサンプルの前記第１のセットについて
第１の推定を実行することと、前記複数のサンプルの前記第２のセットについて第２の推
定を実行することとを備える、
　［Ｃ３３］に記載の方法。
　　［Ｃ３８］
　前記複数のサンプルの前記第１のセットは、受信機側のエッジ効果を受ける可能性があ
る、
　［Ｃ３３］に記載の方法。
　　［Ｃ３９］
　前記シーケンスの前記先頭にある前記第１の数のサンプルおよび前記シーケンスの前記
終端にある前記第２の数のサンプルは、あらかじめ定義された式に基づいて識別される、
　［Ｃ３８］に記載の方法。
　　［Ｃ４０］
　前記ＰＴ－ＲＳサンプルのための前記少なくとも１つの位置は、あらかじめ定義された
式に基づいて決定される、
　［Ｃ３３］に記載の方法。
　　［Ｃ４１］
　前記ＰＴ－ＲＳサンプルの前記少なくとも１つの位置は、受信機側のウィンドウ効果を
受ける可能性がある前記複数のサンプルの前記第１のセットを含まない、
　［Ｃ３３］に記載の方法。
　　［Ｃ４２］
　前記複数のサンプルの前記第２のセットは、受信機側のウィンドウ効果を受ける可能性
が低いサンプルを備える、
　［Ｃ３３］に記載の方法。
　　［Ｃ４３］
　チャネルの遅延スプレッドの推定値を識別することをさらに備える、
　［Ｃ３３］に記載の方法。
　　［Ｃ４４］
　前記遅延スプレッドの前記推定値は、サイクリックプレフィックス（ＣＰ）の長さを備
える、
　［Ｃ４３］に記載の方法。
　　［Ｃ４５］
　前記複数のサンプルの前記第１のセットは、シンボルのためのプレＤＦＴサンプルシー
ケンスの先頭にある前記第１の数のサンプルおよび前記シンボルのための前記プレＤＦＴ
サンプルシーケンスの終端にある前記第２の数のサンプルのうちの少なくとも１つを備え
、前記第１の数のサンプルおよび前記第２の数のサンプルは、前記チャネルの前記遅延ス
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プレッドの前記推定値に基づく、
　［Ｃ４３］に記載の方法。
　　［Ｃ４６］
　前記第１の数のサンプルおよび前記第２の数のサンプルのうちの少なくとも１つは、前
記チャネルの前記遅延スプレッドの前記推定値、高速フーリエ変換（ＦＦＴ）サイズ、お
よび離散フーリエ変換スプレッド直交周波数分割多重化（ＤＦＴ－ｓ－ＯＦＤＭ）の離散
フーリエ変換（ＤＦＴ）サイズのうちの少なくとも１つに基づく、
　［Ｃ４５］に記載の方法。
　　［Ｃ４７］
　前記第１の数のサンプルおよび前記第２の数のサンプルのうちの少なくとも１つは、Ｓ
＊Ｊ／Ｌに比例し、Ｓは、前記チャネルの前記遅延スプレッドの前記推定値に対応し、Ｊ
は、高速フーリエ変換（ＦＦＴ）サイズに対応し、Ｌは、離散フーリエ変換スプレッド直
交周波数分割多重化（ＤＦＴ－ｓ－ＯＦＤＭ）の離散フーリエ変換（ＤＦＴ）サイズに対
応する、
　［Ｃ４５］に記載の方法。
　　［Ｃ４８］
　前記複数のサンプルの前記第１のセットは、第２のワイヤレスデバイスが高速フーリエ
変換（ＦＦＴ）演算に使用するシンボル内のサンプルの第３のセットに基づく、
　［Ｃ３３］に記載の方法。
　　［Ｃ４９］
　前記第２のワイヤレスデバイスが前記ＦＦＴ演算に使用する前記シンボル内のサンプル
の前記第３のセットは、あらかじめ定義された方法、送信内のサイクリックプレフィック
スの長さ、および第２のデバイスからのインジケーションのうちの少なくとも１つに基づ
く、
　［Ｃ４８］に記載の方法。
　　［Ｃ５０］
　前記第２のワイヤレスデバイスが前記ＦＦＴ演算に使用するサンプルの前記第３のセッ
トは、前記シンボル内の前記複数のサンプルのサブセットのサイクリックシフトに対応す
る、
　［Ｃ４８］に記載の方法。
　　［Ｃ５１］
　前記複数のサンプルの前記第１のセットは、シンボルのためのプレＤＦＴサンプルシー
ケンスの先頭にある第１の境界サンプル、および前記シンボルのための前記プレＤＦＴサ
ンプルシーケンスの終端にある第２の境界サンプルのうちの少なくとも１つを含み、
　前記シンボルのための前記プレＤＦＴサンプルシーケンスの前記先頭から前記第１の境
界サンプルまで延在するサンプルの第３のセットは、受信機側のウィンドウ効果によって
影響を受ける可能性がある、または
　前記第２の境界サンプルから前記シンボルのための前記プレＤＦＴサンプルシーケンス
の前記終端まで延在するサンプルの第４のセットは、前記受信機側のウィンドウ効果によ
って影響を受ける可能性があり、
　前記少なくとも１つの位置は、前記第１の境界サンプル、前記第２の境界サンプル、サ
ンプルの前記第３のセット、またはサンプルの前記第４のセットのうちの少なくとも１つ
を含まない、
　［Ｃ３３］に記載の方法。
　　［Ｃ５２］
　前記少なくとも１つの位置は、前記第１の境界サンプルと前記第２の境界サンプルとの
間の少なくとも１つのサンプルを含む、
　［Ｃ５１］に記載の方法。
　　［Ｃ５３］
　シンボルの前記先頭にある前記第１の数のサンプルおよび前記シンボルの前記終端にあ
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る前記第２の数のサンプルは、前記受信された送信を送信するユーザ機器の間隔に基づい
て識別される、
　［Ｃ３３］に記載の方法。
　　［Ｃ５４］
　シンボルの前記先頭にある前記第１の数のサンプルおよび前記シンボルの前記終端にあ
る前記第２の数のサンプルは、スケジュールされた帯域幅または前記受信された送信内で
ユーザ機器によって使用される離散フーリエ変換サイズと無関係に識別される、
　［Ｃ３３］に記載の方法。
　　［Ｃ５５］
　前記少なくとも１つの位置は、前記受信デバイスが高速フーリエ変換演算に使用するシ
ンボル内のサンプルのセットに基づく、
　［Ｃ３３］に記載の方法。
　　［Ｃ５６］
　送信デバイスにおけるワイヤレス通信のための装置であって、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと
　を備え、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　複数のサンプルのシーケンスを備える受信された送信内の位相トラッキング基準信号
（ＰＴ－ＲＳ）サンプルのための少なくとも１つの位置を決定すること、ここにおいて、
前記複数のサンプルの第１のセットは、前記シーケンスの先頭にある第１の数のサンプル
および前記シーケンスの終端にある第２の数のサンプルのうちの少なくとも１つを備え、
前記ＰＴ－ＲＳサンプルのための前記少なくとも１つの位置は、前記複数のサンプルの第
２のセット内にある、と、
　　前記少なくとも１つの位置に基づいて、前記受信された送信から前記ＰＴ－ＲＳサン
プルを抽出することと、
　　前記抽出されたＰＴ－ＲＳサンプルに基づいて、前記受信された送信内のデータサン
プルについて位相誤差を推定することと
　を行うように構成される、装置。
　　［Ｃ５７］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記ＰＴ－ＲＳ信号を抽出する前に前記受信された送信に対して逆離散フーリエ変換（
ＩＤＦＴ）を実行するようにさらに構成され、前記ＩＤＦＴが出力サンプルに巡回構造を
課す、
　［Ｃ５６］に記載の装置。
　　［Ｃ５８］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記推定された位相誤差に基づいて、前記データサンプルの位相を補正するようにさら
に構成される、
　［Ｃ５６］に記載の装置。
　　［Ｃ５９］
　前記データサンプルについての前記位相誤差は、位相誤差シーケンスの巡回構造に基づ
いて推定される、
　［Ｃ５６］に記載の装置。
　　［Ｃ６０］
　前記位相誤差を前記推定することは、前記複数のサンプルの前記第１のセットについて
第１の推定を実行することと、前記複数のサンプルの前記第２のセットについて第２の推
定を実行することとを備える、
　［Ｃ５６］に記載の装置。
　　［Ｃ６１］
　前記ＰＴ－ＲＳサンプルの前記少なくとも１つの位置は、受信機側のウィンドウ効果を



(18) JP 2020-537421 A5 2021.2.4

受ける可能性がある前記複数のサンプルの前記第１のセットを含まない、
　［Ｃ５６］に記載の装置。
　　［Ｃ６２］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　チャネルの遅延スプレッドの推定値を識別するようにさらに構成される、
　［Ｃ５６］に記載の装置。
　　［Ｃ６３］
　前記複数のサンプルの前記第１のセットは、シンボルのためのプレＤＦＴサンプルシー
ケンスの先頭にある前記第１の数のサンプルおよび前記シンボルのための前記プレＤＦＴ
サンプルシーケンスの終端にある前記第２の数のサンプルのうちの少なくとも１つを備え
、前記第１の数のサンプルおよび前記第２の数のサンプルは、前記チャネルの前記遅延ス
プレッドの前記推定値に基づく、
　［Ｃ６２］に記載の装置。
　　［Ｃ６４］
　送信デバイスにおけるワイヤレス通信のための装置であって、
　複数のサンプルのシーケンスを備える受信された送信内の位相トラッキング基準信号（
ＰＴ－ＲＳ）サンプルのための少なくとも１つの位置を決定するための手段、ここにおい
て、前記複数のサンプルの第１のセットは、前記シーケンスの先頭にある第１の数のサン
プルおよび前記シーケンスの終端にある第２の数のサンプルのうちの少なくとも１つを備
え、前記ＰＴ－ＲＳサンプルのための前記少なくとも１つの位置は、前記複数のサンプル
の第２のセット内にある、と、
　前記少なくとも１つの位置に基づいて、前記受信された送信から前記ＰＴ－ＲＳサンプ
ルを抽出するための手段と、
　前記抽出されたＰＴ－ＲＳサンプルに基づいて、前記受信された送信内のデータサンプ
ルについて位相誤差を推定するための手段と
　を備える、装置。
　　［Ｃ６５］
　前記ＰＴ－ＲＳ信号を抽出する前に前記受信された送信に対して逆離散フーリエ変換（
ＩＤＦＴ）を実行するための手段をさらに備え、前記ＩＤＦＴは、出力サンプルに巡回構
造を課す、
　［Ｃ６４］に記載の装置。
　　［Ｃ６６］
　前記推定された位相誤差に基づいて、前記データサンプルの位相を補正するための手段
をさらに備える、
　［Ｃ６４］に記載の装置。
　　［Ｃ６７］
　チャネルの遅延スプレッドの推定値を識別するための手段をさらに備える、
　［Ｃ６４］に記載の装置。
　　［Ｃ６８］
　受信デバイスにおけるワイヤレス通信のためのコンピュータ実行可能コードを記憶する
コンピュータ可読媒体であって、
　複数のサンプルのシーケンスを備える受信された送信内の位相トラッキング基準信号（
ＰＴ－ＲＳ）サンプルのための少なくとも１つの位置を決定すること、ここにおいて、前
記複数のサンプルの第１のセットは、前記シーケンスの先頭にある第１の数のサンプルお
よび前記シーケンスの終端にある第２の数のサンプルのうちの少なくとも１つを備え、前
記ＰＴ－ＲＳサンプルのための前記少なくとも１つの位置は、前記複数のサンプルの第２
のセット内にある、と、
　前記少なくとも１つの位置に基づいて、前記受信された送信から前記ＰＴ－ＲＳサンプ
ルを抽出することと、
　前記抽出されたＰＴ－ＲＳサンプルに基づいて、前記受信された送信内のデータサンプ
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ルについて位相誤差を推定することと
　を行うコードを備える、コンピュータ可読媒体。
　　［Ｃ６９］
　前記ＰＴ－ＲＳ信号を抽出する前に前記受信された送信に対して逆離散フーリエ変換（
ＩＤＦＴ）を実行するコードをさらに備え、前記ＩＤＦＴは、出力サンプルに巡回構造を
課す、
　［Ｃ６８］に記載のコンピュータ可読媒体。
　　［Ｃ７０］
　前記推定された位相誤差に基づいて、前記データサンプルの位相を補正するコードをさ
らに備える、
　［Ｃ６８］に記載のコンピュータ可読媒体。
　　［Ｃ７１］
　チャネルの遅延スプレッドの推定値を識別するコードをさらに備える、
　［Ｃ６８］に記載のコンピュータ可読媒体。
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